
新小４・入塾テストそっくり模試［算数］（時間…40分）
も し

１

●問題用紙は全部で７まいです。
●答えはすべてかい答用紙に書きましょう。問題用紙のあいているところに式や筆算などを書いてもか
まいません。
●答えはかい答らんにおさまるように、こく、はっきりと書きましょう。

もん だい ぜん ぶ

もん だい しき ひっ

次の□に当てはまる数を答えましょう。
つぎ

（1） 5284＋2919＝

（2） 708×57＝

（3） 117÷8＝　　　　　　あまり　　　　　

（4） 8－　　　　　  ＝3.6

（5） 47＋53×8＝

（6） （84－39÷3）×2＝

（7） 37×25×9×4＝

（8） 6L3dL－800mL＝ 　　　　　 mL

（9） 8時間13分－4時間48分＝　　　　  　時間   　　　　　分

※この模擬テストの著作権はアクセラレーテッドラー
ニングジャパン有限会社に帰属します。模擬テスト
の全部または一部を著作権者の許可なく転載、配布、
改ざん、公衆送信（ウェブサイトなどへの掲載を含む）
することはできません。あらかじめご了承ください。



2 次の問いに答えましょう。

（1） 中町小学校の6年生は83人います。卒業の記念に、全員に176円のボールペンと、224円の花を
おくることにしました。全部で何円用意すればよいですか。

（2） 駅と学校の間は4㎞はなれています。駅から学校へ向かうとちょうどまん中の地点に公園があり、
さらに550m進むとポストがあります。ポストから学校までは何mはなれていますか。

（3） あめが8こずつふくろづめされています。37人の子どもたちに、1人5こずつあめを配りたいと思
います。このとき、あめは何ふくろ用意すればよいですか。

（4） 千を7こ、百を26こ、十を40こ集めた数は何ですか。数字で答えましょう。

（6） 右の図のように、長方形の中に半けい３㎝の円が入っています。
 この長方形のまわりの長さは何㎝ですか。

（5） 次のようにあるきまりにしたがって○と●をならべました。

このとき、6番目の図形では〇と●のどちらが何こ多いですか。

つぎ と

そつ ぎょう き ねん

（1番目） （2番目） （3番目） （4番目）



3 男の子のあきらくん、さとるくん、たけしくん、女の子のかずこさん、なつみさんの計５人がお
祭りに行きました。

（1） まず５人は金魚すくいをしました。このときすくった金魚の数について、５人は次のように話し
ました。

あきらくん「ぼくは６ひきすくうことができたよ」
かずこさん「あきらくんはなつみさんの２倍だけすくうことができたんだってね」
さとるくん「ぼくはなつみさんより１ひき多くすくったよ」
たけしくん「ぼくはさとるくんより多くすくったけど、あきらくんよりは少なかったね」
なつみさん「５人合わせて26ひきの金魚をすくったね」

 かずこさんがすくった金魚は何ひきですか。

（3） ５人は買った品物について次のように話しました。

あきらくん「5人ともちがうものを買ったね」
かずこさん「わたしは名前に『やき』がついているものは買っていないわ」
さとるくん「なつみさんが買ったものはぼくが買ったもののちょうど２倍のねだんだったよ」
たけしくん「ぼくが買ったものはかずこさんが買ったものより200円高かったよ」
なつみさん「わたがしを買ったのは男の子だわ」

 やきそばを買ったのはだれですか。

（2） 次に５人は屋台で買い物をしました。５人が買ったものはたこやき、やきそば、わたがし、かき
氷、フライドポテトのどれかです。

①５人が買った品物のねだんについて、次のことがわかっています。

○５人とも100円玉だけでお金をはらい、おつりをもらった人はいませんでした
○５人が買った品物のねだんはすべてちがっています
○一番安かったわたがしは、一番高かったやきそばより400円安かったそうです
○たこやきはやきそばより100円安く、かき氷より200円高かったそうです
○フライドポテトは400円でした

 たこやきのねだんは何円ですか。



4 次のきまり【Ａ】【Ｂ】にしたがって計算をすることにします。

【Ａ】 ○がついている数は、その上につながっている２つの数の合計
を表します。

８

13

５

【Ｂ】 □がついている数は、その上につながっている２つの数のうち、
大きい方から小さい方を引いた数を表します。

  これらが組み合わさった場合は、たとえば右のようになります。

  このとき、次の問いに答えましょう。

８

３

５ 7

７

14

８

２

６

13

９

15

（1） 下の図の①、②の場合に、ア、イにあてはまる数はそれぞれ何ですか。

14 26 19

ア

①
37 26 43 31

イ

②

（問題4は次のページにつづく）
もん だい つぎ



（２） 右の図でウに入る数は何ですか。考えられるものを
すべて答えましょう。

（３） 右の図で一番上の４つの　に３、４、５、６を１つ
ずつ入れて計算をします。このときエに入ることの
できる数のうち、もっとも大きいものともっとも小
さいものはそれぞれ何ですか。

７

37

エ

（問題4のつづき）
もん だい

ウ

24



5 右の図のようなサイコロについて考えます。ただし、サイコロの
６つの面には１から６までの数が１つずつ書かれており、向か
い合った面に書かれた数の合計は７です。このとき、次の問いに
答えなさい。ただし、数字の向きは考えないこととします。

（1） 右の図はこのサイコロのてんかい図の１つです。アに
書かれる数は何ですか。

（2） このサイコロを右のマスにそってころがしました。こ
のとき、イと書かれた面で下についている数は何です
か。たとえば、はじめのいちにあるとき、下についてい
る数は１です。

2
1
3

イ
2
6
4

（問題5は次のページにつづく）
もん だい つぎ

1 4
ア



（３） 次にこのさいころを右のマス目の場所からウまでこ
ろがすことを考えます。このような転がし方のうち
転がす回数がもっとも少ない場合は、はじめの１を
ふくめて６つの数が下につくこととなります。

  　このとき、次の問いに答えましょう。下の図を
使って考えてもかまいません。

（問題5のつづき）

（必要であれば下の図を使って考えましょう）

もん だい

ウ

2
6
4

① このようなころがし方は全部で何通りありますか。

② ①のころがし方のうち、下についた６つの数（はじめの１もふくめます）がすべてことなるものは
何通りありますか。

③ ②のようなころがし方をしたとき、ウのマスで下につく数は何ですか。考えられるものをすべて
答えましょう

ひつ よう
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数
だ

け
た

す
こ

と
に

な
る

の
で

、内
側

に
大

き
い

数
、外

側
に

小
さ

い
数

を
入

れ
る

と
エ

は
大

き
く

な
り

、内
側

に
小

さ
い

数
、外

側
に

大
き

い
数

を
入

れ
る

と
エ

は
小

さ
く

な
り

ま
す

。
こ

の
こ

と
か

ら
真

ん
中

に
５

と
６

を
入

れ
る

と
エ

は
最

も
大

き
く

な
り

、真
ん

中
に

３
と

４
を

入
れ

る
と

エ
は

最
も

小
さ

く
な

り
ま

す
。

〇
最

も
大

き
い

と
き

　 〇
最

も
小

さ
い

と
き

　 （
上

の
図

は
一

例
で

す
）
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 （

立
体

図
形

、す
べ

て
調

べ
る

）
　

わ
か

り
に

く
い

場
合

は
サ

イ
コ

ロ
を

用
意

し
、

転
が

し
な

が
ら

考
え

て
み

て
く

だ
さ

い
。

（
1）

展
開

図
は

次
の

よ
う

に
な

り
ま

す
。

 
　 （
2）

転
が

し
た

と
き

、下
に

つ
く

面
を

順
に

書
き

入
れ

る
と

次
の

通
り

で
す

。
　 （
3）

①
す

べ
て

の
場

合
を

調
べ

る
と

次
の

10
通

り
で

す
。

　5
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（
あ
）

（
い
）

（
う
）

（
え
）



　 ②
 （

1）（
2）

の
図

が
上

下
対

称
に

な
っ

て
い

る
こ

と
が

ヒ
ン

ト
に

な
っ

て
い

ま
す

。
５

回
転

が
し

て
下

に
つ

く
６

つ
の

数
字

が
す

べ
て

異
な

る
の

は
、転

が
し

た
あ

と
が

サ
イ

コ
ロ

の
展

開
図

に
な

っ
て

い
る

と
き

で
す

。
転

が
し

た
通

り
に

広
げ

て
い

る
と

考
え

ま
す

が
、上

下
を

逆
に

見
て

い
る

の
で

上
下

対
称

に
な

り
ま

す
。

　
①

の
10

通
り

の
う

ち
、組

み
立

て
て

サ
イ

コ
ロ

が
で

き
る

も
の

は
え

、お
、き

、く
の

４
通

り
で

す
。

③
 ②

の
４

通
り

に
つ

い
て

、転
が

し
方（

＝
展

開
図

）を
書

く
と

次
の

通
り

に
な

り
ま

す
。

（
お
）

（
か
）

（
け
）

（
こ
）

（
き
）

（
く
）

（
え

）

（
お

）

（
き

）

（
く

）

こ
れ

ら
か

ら
、エ

の
と

き
に

下
に

つ
く

こ
と

の
で

き
る

数
字

は
３

、５
、６

で
す

。
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